
No. 事業名 事業主体 事業目的 事業内容 採択金額

1
ハッピーワールド
プロジェクト

自給自然農🌱命の源
（土と菌と食）

自分で健康な食物を作り、食
すことで生きるパワーを身に
つける人たちを増やす。

一般参加者を募り、野菜と稲の
育苗、田畑の整備～収穫までを
行う農作業体験、季節ごとに旬
の野菜と魚を使った料理教室、
月１回の野草の天ぷら教室開
催。
オーガニックイベントへの参加
も目指す。

121,500円

2 地産地消 ボンジュール彦岳

食育を通して、シェフ等の力
をかりながら、料理教室を通
し、食のマナー、その他五感
を見につけながら、地域の多
くの方々と交流を深め、食の
祭典も実現したい。

年６回程度の調理実習を通し
て、シェフ等に食に対するマ
ナーを学ぶとともに「食選力」
「調理力」の充実を図る。
高校生、他地域の料理教室との
コラボや豊かな「食」と「健
康」につながるパワーを広めて
いくための食の祭典を開催す
る。

135,000円

3

しろやまっ子が広
める食のまちづく
り！みんなで作ろ
うさいきの輪

しろやま共同保育園

子どもたちに体験の中で食育
を深めてもらう。
地域の方にも協力いただくこ
とで地域との繋がりを創るこ
とにもつながる。

10年以上にわたって取り組んで
きた食育活動（ひじきの収穫、
ひじきふりかけづくり、菌ちゃ
ん野菜づくり、味噌づくり等）
を一歩進め、地域の企業や生産
者の方と連携した取組に重点を
置く。
保護者、一般参加者も募集する
ワークショップの開催やイベン
ト参加を通して取組を地域に発
信していく。

90,000円

4
健康と豊かな食生
活を実現するため
の食育活動

愛・むーす
高齢者～子ども達が一緒に佐
伯の食材を使っての料理を楽
しむ。

子どもから高齢者まで幅広い世
代が集まり、佐伯市の食材を使
用したみそ玉作りセミナーやみ
そを使った料理教室の実施、発
酵食品を学ぶ勉強会の開催に取
り組む。

75,000円

5

地松浦公民館食育
推進事業～食育活
動で地域を元気に
～

地松浦公民館

体を育むうえで欠かせない
食、心を整えるうえで欠かせ
ない笑顔、食で楽しむうえで
欠かせない口、そして食と防
災はどちらも日頃からの備え
や習慣が必要です。今回の地
松浦地域の食育事業を実施す
ることで、食育の知識や大切
さ、楽しさを多くの地域の人
に伝えていきます。また、
『さいきオーガニック憲章』
に繋がる事業を展開していき
ます。

多くの人たちに食育の知識と大
切さ、楽しさを伝えていくため
に食育講演を３テーマで実施。
料理教室では、日頃体験できな
いそば打ち体験や現在は閉店し
ているが地元で大人気だったお
店の料理を家庭で作れるよう伝
授していく。
地松浦地域を元気にするため、
チラシ、ポスター、SNS、マスコ
ミ等を活用しながら、たくさん
の人に食育事業の取組をPRす
る。

150,000円
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6
食で鶴見盛り上げ
たい

海音の会
地元に伝わる食文化の継承と
地元食材の活用。

親や祖母たちが作ってきた郷土
料理を学ぶ。昨年も好評だった
味噌づくり、参加者からの要望
が多いすり身作り等を実施予
定。
沢山の人に参加してもらうこと
により、新たにコミュニティー
センターとなった公民館に賑わ
いを作り、鶴見を盛り上げてい
く。

120,000円

7 発酵美人になろう
WC☆ホップステップ
ジャンプ

体に良いと言われる発酵食に
ついて学び、発酵という面か
ら食の知識を深め、心と体の
健康に役立てる。また、佐伯
産やオーガニックの食材を使
用した発酵食作りを通して、
地産地消やオーガニック食品
の推進につなげる。

佐伯で活躍する食のプロを講師
に招き、発酵をテーマにした学
習会や料理教室を開催。この事
業を通して学んだ内容は、オリ
ジナルの発酵書として１冊にま
とめ、図書館への寄贈も検討し
ている。

150,000円

8
「さ・し・す・
せ・そ」からつ
くってみよう！

弥生母親クラブ　ワ
イワイサークル

添加物の入っていない調味料
を自分たちで作り、食の安全
について考える。

食育活動を行う中で「調味料は
食材と同じくらい重要なもの」
だと気づいたことから、日頃よ
く使う調味料の中でも個人で作
るにはハードルが高い「あまざ
け」「しょうゆ」「みそ」を講
師に習って「私たちの調味料」
として仕込む。
仕込んだ調味料に加え、佐伯の
塩やカボスなどの特産品を使っ
た料理教室も実施する。

121,500円

9
食で繋ぐ　We Lobe 
SAIKIプロジェクト
Ⅱ

大分県立佐伯豊南高
等学校

佐伯の食の魅力を再発見！高
校生の力で佐伯のチカラを
UP！食で繋ぐ佐伯愛！

地元企業、まちづくり会社など
と連携・協働し、地元の特産品
を活かした商品開発を行う。佐
伯市内でのイベントを中心に販
売を目指すとともに、商品を魅
力的に見せるスキルの向上の研
究を進める。
また、SDGｓや地産地消などを意
識した学習・ワークショップに
も取り組む。

135,000円

10

こどもたちの未来
の食を守るため、
今私たちにできる
こと

薫織農園

安心安全な野菜を学校給食に
提供できるよう、今現在行っ
ている農法だけではなく様々
な農法で栽培された野菜を直
接食べ、見て研究し、より良
い野菜作りを実践する。それ
に加え、オーガニック野菜の
供給量増加に繋げて行く。ま
たオリジナルロゴのチラシや
シール等を作成し、独自認証
制度さいきの恵みともかけあ
わせていき、オーガニックシ
ティさいきを周知、定着する
間口を広げていきたい。

より良い野菜づくり実践に向け
て調査・研究を行う。
美味しいと感じた農業者の畑を
見学、自分たちの野菜づくりに
活かせるポイントを学び実践す
る。
安心安全な野菜作りを目指し
て、土壌検査を行う。
また、チラシやシール等の作成
により、オーガニックシティや
「さいきの恵み」の啓発に取り
組む。

95,000円
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11
オーガニックで野
菜を作ろう

ハッピーリンク
1人でも多くの方にオーガニッ
クの食の事を知ってもらう。

数年間使っていない畑を耕し、
有機農業者に指導いただきなが
らオーガニックでの野菜栽培に
取り組む。
大豆を植え、味噌作りに取り組
む。

121,500円

12
半農半Xの推進とこ
れからの食農

ジロー米作り道場

半農半Xの成果実績を多くの方
に知ってもらい、普及活動を
行う。全国の農家さんの声や
想いを知ることで、食に対し
ての感謝の心を養う。

有機米作り体験：6月の田植えと
10月の稲刈り、はざ掛けの体験
実施。
自主上映会：半農半X希望者や家
族、親子などを対象に『百姓の
百の声』の上映会を11月に実施
する。鑑賞後は、座談会と米作
り道場が収穫したお米を使い、
おむすびワークショップを開催
する。

85,500円

1

2

3 古田　智 佐伯市観光ブランド推進部　部長

※申し込み順

審　査　員

河野　辰也 佐伯市食育推進会議　会長

三浦　真実
食育コーディネーター兼食と農のさいきオーガニッ
ク推進協議会　副会長


